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2024年度 長岡大学シラバス 

授業科目名 

科目コード 

暮らしと行政（ The citizen life and 

administration） 

2413-0-13-028 

担当教員 
石川 英樹 

（イシカワ ヒデキ） 

科目区分 教養科目 
必修・ 

選択区分 
選択 

単位

数 
2 配当年次 1年次 開講期 後期 

科目特性 地域志向科目／知識定着・確認型 AL／外部講師招聘科目 

 

① 授業のねらい・概要 

国の行政の仕組みと役割や主要施策について理解し、主権者として国家・社会の形成に主体的に参加

する。また、卒業後に行政機関の職員として働くことも見据え、行政とその主要施策と市民生活の関

りについて説明できる能力の醸成を目指す。 

② ディプロマ・ポリシーとの関連 

地域社会に貢献する姿勢／職業人として通用する能力／情報収集・分析力 

③ 授業の進め方・指示事項 

各行政機関の担当者が配布資料を基に授業を行い、定期試験（レポート）に加えて、毎回のコメント

シートにより理解度を確認する。 

④ 関連科目・履修しておくべき科目 

 

⑤ テキスト（教科書） 

テキストは指定しない。毎回レジュメを配付する。 

⑥ 参考図書・指定図書 

 

⑦ 評価Ａに対応する具体的な学習到達目標の目安 

（ⅰ）国の行政の仕組みとその役割や主要施策について他者に説明をすることができる。 

（ⅱ）行政とその主要施策と市民生活の関りについて他者に説明することができる。 

（ⅲ）行政とその主要施策について、考察することができる。 
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⑧ ルーブリック 

評価項目 

評価基準 

Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

到達目標を越

えたレベルを

達成している 

到達目標を達

成している 

到達目標達成

にはやや努力

を要する 

到達目標達成

には努力を要

する 

到達目標達成

には相当の努

力を要する 

（ⅰ）国の行政

の仕組みとそ

の役割や主要

施策について

他者に説明を

することがで

きる。 

国の行政の仕

組みとその役

割や主要施策

について、資料

等に頼らず、説

明でき、授業内

容を超えた学

修成果を示し

ている。 

国の行政の仕

組みとその役

割や主要施策

を理解し、資料

に頼らず、説明

をすることが

できる。 

国の行政の仕

組みとその役

割や主要施策

について、資料

を参考にしな

がら説明をす

ることができ

る。 

国の行政の仕

組みとその役

割や主要施策

について、資料

を参考にしな

がら、さらに教

員等の支援を

受けて説明を

することがで

きる。 

国の行政の仕

組みとその役

割や主要施策

について、資料

を見ても、教員

等の支援を受

けても説明で

きない。 

（ⅱ）行政とそ

の主要施策と

市民生活の関

りについて他

者に説明する

ことができる。 

行政とその主

要施策と市民

生活の関りを

理解し、資料に

頼らず、説明す

ることができ、

授業内容を超

えた学修成果

を示している。 

行政とその主

要施策と市民

生活の関りを

理解し、資料に

頼らず、説明す

ることができ

る。 

行政とその主

要施策と市民

生活の関りに

ついて、資料を

参考にしなが

ら説明するこ

とができる。 

行政とその主

要施策と市民

生活の関りに

ついて、資料を

参考にしなが

ら、さらに教員

等の支援を受

けて説明する

ことができる。 

行政とその主

要施策と市民

生活の関りに

ついて、資料を

見ても、教員等

の支援を受け

ても説明する

ことができな

い。 

（ⅲ）行政とそ

の主要施策に

ついて、考察す

ることができ

る。 

行政とその主

要施策につい

て、資料に頼ら

ず、考察するこ

とができ、授業

内容を超えた

学修成果を示

している。 

行政とその主

要施策につい

て、資料に頼ら

ず、考察するこ

とができる。 

行政とその主

要施策につい

て、資料を参考

にしながら考

察することが

できる。 

行政とその主

要施策につい

て、資料を参考

にしながら、さ

らに教員等の

支援を受けて

考察すること

ができる。 

行政とその主

要施策につい

て、資料を見て

も、教員等の支

援を受けても

考察すること

ができない。 

 

⑨ 学習到達目標（評価項

目） 

定期試験

（レポー

ト含む） 

小テス

ト 
課題 

発表・ 
実技 

授業への

参加･意欲 
その他 合計 

総合評価割合 50%  30%  20%  100% 

（ⅰ）国の行政の仕組みと

役割や主要施策について

理解している。 

15%  10%  5%  30% 

（ⅱ）行政とその主要施策

が市民生活とどう関わっ

ているのかを理解してい

る。 

15%  10%  5%  30% 

（ⅲ）行政とその主要施策

について、授業内容を基に

考察することができる。 

20%  10%  10%  40% 
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フィードバックの方法 提出物等は紙媒体で後日返却する。 

 

⑩ 担当教員からのメッセージ（昨年度授業アンケートを踏まえての気づき等） 

この授業を通して、国の各行政機関の役割や、業務内容等を理解し、学校生活を有意義なものとする

とともに、将来の選択肢の一つとして考える良い機会としていただきたい。 

 

⑪ 授業計画と学習課題 

回

数 

授業の内容（講義を実施する予定の機関） 

 

授業外の学習課題と時間（分） 

（※特別な持参物） 

1 
地方創生と地域連携（関東財務局新潟財務事務

所） 

配布資料による地方創生と地域連

携についての振り返り 
90分 

2 相続について（法務省 新潟地方法務局） 
配布資料による相続についての振

り返り 
120分 

3 
暮らしの税情報（国税庁 関東信越国税局 長岡

税務署） 

配布資料による暮らしの税情報の

振り返り 
120分 

4 労働基準法について（厚生労働省 新潟労働局） 
配布資料による労働基準法の振り

返り 
120分 

5 
食料・農業・農村基本法について（北陸農政局新

潟県拠点） 

配布資料による食料・農業・農村基

本法についての振り返り 
120分 

6 
防衛について（防衛省 自衛隊 新潟地方協力本

部） 

配布資料による防衛についての振

り返り 
120分 

7 司法について（新潟地方検察庁） 
配布資料による司法についての振

り返り 
120分 

8 
刑事施設について(法務省 矯正局 東京矯正管

区 新潟刑務所) 

配布資料による刑事施設について

の振り返り 
120分 

9 決定次第お知らせします（国の機関） 配布資料による振り返り 120分 

10 決定次第お知らせします（国の機関） 配布資料による振り返り 120分 

11 決定次第お知らせします（国の機関） 配布資料による振り返り 120分 

12 決定次第お知らせします（国の機関） 配布資料による振り返り 120分 

13 決定次第お知らせします（国の機関） 配布資料による振り返り 120分 

14 決定次第お知らせします（国の機関） 配布資料による振り返り 120分 
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15 
新潟県内の経済情勢（関東財務局新潟財務事務

所） 

配布資料による新潟県内の経済情

勢の振り返り 
120分 

 

⑫ アクティブラーニングについて 

知識定着・確認型 ALを採用する。毎回のコメントシートによって理解度を確認し、翌週の授業でコ

メントの返却を行う。 

 

※以下は該当者のみ記載する。 

⑬ 実務経験のある教員による授業科目 

実務経験の概要 

 

実務経験と授業科目との関連性 

 

 


